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三田市民病院で働く魅力

急性期病院において、チーム医療の一員として多職種
と協働し、患者さんにより安全な薬物治療を提供する
ことで、薬剤師としての使命を果たすことができます

 入職時には、プリセプターがついて指導します
 １年目から薬剤師として幅広い業務について、知識や技能を習

得することができます
 最近の知見を得るための援助、さらに、専門認定資格取得のた

めの支援があり、キャリアアップすることができます
 雰囲気がよく離職率が低い職場です‼



三田市民病院での
キャリアアップ例
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1日のスケジュール（病棟薬剤師編）

午前：入院患者さんのカルテ確認・処方鑑査
他職種からの相談応需
服薬指導・退院指導

お昼：45分間休憩＋45分間調剤業務
午後：服薬指導

緩和ケアチームのラウンド・カンファレンス
指導内容カルテ記載
電子カルテ処方確認
（処方漏れ、重複、投与量など）

保険薬局へのサマリー作成

病棟
昼休み
調剤

病棟 病棟
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三田市民病院で働く魅力

給与・福利厚生

・初任給［令和6年4月1日新卒基準］
（大学卒：6年制） 249,970円程度

・年1回の定期昇給があります
・期末・勤勉手当を年2回
・その他、時間外手当、通勤手当、住宅手当、扶養手当等があります
・有給休暇が勤務年数に応じて最大20日間あります
・有給休暇とは別に夏季休暇が４日間あります
・その他、結婚休暇、忌引休暇、看護休暇等があります



薬剤科の概要

薬剤科の職員

• 職員 薬剤師 １５名

• 会計年度任用職員 薬剤師 １３名（夜勤専従薬剤師もいます）

• 会計年度任用職員 薬剤事務 ３名

計３１名です

薬剤科人員体制

２交代制

平日日勤帯 約１６名の薬剤師が勤務

夜間・休日 １７時～翌平日の８時３０分は基本的に１名体制

３連休 連休初日 １.５名

GW＆年末年始 業務量に応じて人員配置



薬剤科 業務実績

業務実績（令和5年度）

処方箋枚数（入院）：48,968 枚

院外処方箋枚数 ：52,246枚

院外処方箋発行率 ：92.6％

薬剤管理指導件数 ：7,135件

退院時薬剤情報管理指導料 ：1,928件

麻薬管理指導加算 ：161件

連携充実加算 ：337件

抗がん剤無菌調製入院 ：359件

抗がん剤無菌調製外来 ：1,500件

TPN無菌調製 ：110件



業務配置

•調剤業務・持参薬鑑別 ４名

•注射業務 ３名

•抗がん剤・TPN調製 １名

•外来指導 １名

•医薬品情報管理 １名

•病棟薬剤業務 ７名



業務内容

•調剤

•ユニットドーズ

•持参薬鑑別

•注射調剤

•抗がん剤・TPN無菌調製

•がん化学療法患者の外来
指導

•薬品管理

•医薬品情報管理

•病棟業務及び薬剤管
理指導

•院内製剤

•チーム医療



調剤

電子カルテによる医師の処方オーダに基づいた調剤
及び鑑査により患者さんのお薬を準備し、用法・用量
を印字した薬袋に入れ、お薬説明書を添えて払い出し
ています

外来患者・救急外来患者

⇒ 薬剤師から患者さんへ

入院患者

⇒ 病棟管理・・ユニットドーズセット

患者管理・・薬剤師or看護師が手渡し



持参薬鑑別
 入院患者の持参薬の鑑別業務をおこなっています

鑑別内容・・ 薬品名、用法・用量、中止薬の確認・

持参された個数・代替え薬の情報提供

手術や内視鏡検査を予定されている外来患者の使用薬剤

を確認しています
 抗血小板薬・抗凝固薬
 免疫抑制作用のある生物学的製剤
 女性ホルモン製剤
 糖尿病薬（ビグアナイド系糖尿病薬・SGLT2阻害薬）など

中止薬があればピックアップ
医師への情報提供
患者に説明



注射調剤

処方鑑査（配合変化や投与量、投与速度等）を行い調
剤・鑑査後に個人注射薬カートにて払い出しています

入院患者の注射薬は、患者ごと１日分ごとにケースに
入れて供給しています。

輸液に患者ラベルを貼り混合するアンプル・バイアル
を一緒に付けて供給しています。

誤投与を防止し医療安全に貢献する
看護師さんの業務負担を軽減



抗がん剤のレジメン確認・無菌調製
あらかじめ登録されたレジメン情報と患者情報にもと
づき、薬品名、投与量、投与経路、投与時間、などの
チェックをしています

安全な環境下で、すべての医療従事者と患者さんの曝
露にも配慮した無菌混合調製しています

高カロリー輸液の無菌調製

院内感染防止に配慮して、栄養輸液を

無菌室内のクリーンベンチで混合調製

しています



がん化学療法患者への外来指導

対象：がん化学療法を施行している患者

（レジメンを限定）

内服抗がん剤で治療を行っている患者

実施内容：
 治療内容、副作用及び副作用の対処法などについて
説明

 患者さんからの副作用情報の聞き取り

 患者さんからの質問や相談への対応

多職種への情報共有

医師への処方提案

地域の調剤薬局への情報提供



医薬品情報管理
情報の収集・管理
医薬品の新着情報や医薬品を使用する上で必要

となる情報を迅速に収集し保管・管理・情報提供
厚生労働省やPMDAから発出される適応追加・副作用
情報・医薬品の回収情報 etc

製薬会社から伝達される各種医薬品情報

医薬品に関する書籍・雑誌

院内イントラネットやインターネットで検索で

るデータベースなどの様々な情報源を整備

薬事委員会事務局としての関与
新規採用及び採用中止医薬品や後発医薬品切替

医薬品マスターの整備 などなど



病棟薬剤業務
 医薬品の使用状況の把握、医療従事者からの相談応

需、入院患者の服薬計画の提案、相互作用の確認、
ハイリス ク薬の投与前の詳細な説明、薬剤流量の
計算

患者さんごとにお薬の適正で安全な使用

 各病棟に担当薬剤師を配置しています
• 患者さんに関する情報共有
• 医薬品に関する問い合わせ
• 患者さんへの服薬指導
• 患者さんへの配薬
• 医薬品の管理 など

医療職種で協働しています。



薬剤管理指導業務

入院患者さんの薬歴の確認と服薬指導を介して患
者さんの薬物療法への認識を向上させます

患者さんから得られた情報を医師にフィードバッ
クすることにより薬物療法を支援します

 カルテ情報と患者面談

服薬状況・副作用歴・アレルギー歴の確認
 使用薬剤の説明

 副作用の確認

 使用薬剤の評価

 医療従事者へのフィードバック



院内製剤
患者さんの病態やニーズに対応するために、医師の
求めに応じて病院内で薬剤師により調製され、それぞ
れの病院内の患者さんに限って用いられる製剤のこと

• 個々の患者さんに最適な薬剤を、最適な投与経路、
剤形で投与するために、市販の医薬品では対応で
きない薬を調整しています

• 院内で大量に使用する薬などを一括して調製して
います

製剤室で効率的かつ安全に調製することで、
医療過誤や感染防止につながります。



チーム医療
薬剤師は、各医療チームの一員として、医薬品の適正使
用をとおして、患者さんに最適な医療を提供しています

NST（栄養支援チーム）

ICT （院内感染制御チーム）

AST （抗菌薬適正使用チーム）

PUT （褥瘡対策チーム）

PCT （緩和ケアチーム）

DST （認知症ケアチーム）

APS （術後疼痛管理チーム）

心不全ケアチーム

糖尿病委員会

化学療法チーム

薬剤師が参画してい
るチームです！

ラウンドで病棟にて
活動しています！



当院の認定薬剤師（令和６年度）

• 日本薬剤師研修センター 認定実務実習指導薬剤師 6名

• 日本薬剤師研修センター 研修認定薬剤師 1名

• 日本病院薬剤師会 病院薬学認定薬剤師 11名

• 日本緩和医療薬学会 緩和薬物療法認定薬剤師 1名

• 日本臨床代謝栄養学会 栄養サポートチーム専門療養士 2名

• 日本臨床代謝栄養学会認定教育施設 NST専門療養士実施修練 2名

• 日本骨粗鬆症学会 骨粗鬆症マネージャー 1名

• 日本化学療法学会 抗菌化学療法認定薬剤師 1名

• 日本病院薬剤師会 がん薬物療法認定薬剤師 1名

• 糖尿病療養指導士兵庫県連合会 兵庫県糖尿病療養指導士 2名

• 日本循環器学会 心不全療養指導士 １名

• 日本麻酔科学会 術後疼痛管理研修 2名

• 日本麻酔科学会 周術期管理チーム薬剤師 １名



新病院再編統合
今、神戸市北区（北神）・三田市エリアで、 病院統合
による新病院建設 プロジェクトが始動しています！

済生会兵庫県病院（神戸市北区）と三田市民病院（兵庫県三田市）は、
再編統合して、神戸市北区の地に、令和10年の開院を目指して新たに幹と
なる新病院の整備を進めています
新統合病院は４５０床規模
の高度急性期病院として
・心筋梗塞の治療
・がんの総合治療
・周産期医療
・断らない救急医療
24時間365日受け入れ
可能な体制を構築し、
高度な専門的医療を提供します



新病院再編統合

新病院整備候補地



新病院再編統合

統合までの流れ

令和６年（2024）

新病院基本計画策定

令和８年（2026）

令和８年４月から（現）三
田市民病院を済生会が運営
（指定管理方式）

令和１０年（2028）

統合による新病院オープン予定

令和４年（2022）
両病院の統合再編に合意



お問い合わせ・病院見学

連絡先
三田市民病院

TEL：079-565-8000（代表）
総務課 和田
薬剤科 鹿島

お気軽にご連絡ください


